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階建て

概 要

　隣接する「熊野屋」（江戸時代享保年間に創業した油屋で、現在は食品屋）が
江戸文政年間より所有するとされる建物。
現在のファサードはかつての借主がお茶販売事業をする際に増築したものとなっ
ているが、その奥には従前のファサードと思われる部分が確認できる。
　内部には一列四室型など、町家の造りが見られる。玄関入ってすぐの「見(み)
世(せ)(ミセ)」から庭まで一続きとなる景観とともに、「通り庭（トオリニ
ワ）」と呼ばれる広い通路や、貫を用いて組まれた小屋組みが特徴的である。

構造・階数 木造 地上 2 階、 地下


